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　―文明　153, 236, 244, 245
　―民族　19, 107, 115, 185, 186, 189, 
　　191, 220, 221, 225, 274

中華人民共和国　13, 22, 31, 32, 47, 133, 
163, 166, 217, 277, 281, 291

中華文化復興運動　209, 218, 220, 221, 
226, 230

中華民国憲法　107, 115, 123, 134
中華民国在台湾　141, 165
中華民国政府　 107, 162, 217, 234
中華民国体制　102, 146, 353
中国化　141, 142, 144-146, 218
中国共産党→共産党
中国市場　9, 261-264, 272
中国人経営幹部 , 255, 260, 267- 270, 273, 
283

中国文化　210, 248
　―圏　27, 81, 82, 86, 90, 91, 96,
中部科学工業園区　300-304, 308
　―第 3期（開発）計画　290, 301-306,  
308, 359

　―第 3期（および第 4期）計画反対
運動　331, 333, 340, 341

趙剛　167, 177, 191-195, 197, 200, 204
張茂桂　176, 188, 189, 191, 192, 195, 200, 
204

直航　260, 279, 280, 284
陳水扁　15, 47, 106, 123, 124, 143, 144, 
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147-150, 157, 162-164, 193, 218, 253, 
275, 313, 359

　―政権　9, 14, 15, 19, 115, 119, 155, 
156, 162, 258, 275, 281, 284［参考→
民進党政権］

ディアスポラ　151, 164
統一・独立問題／統独問題　4, 119, 167, 
311, 314

同化主義　19, 175, 186
同化政策　40, 104
同文同種　258, 272, 273, 280
杜正勝　216, 218, 235-237, 247

【な行】

ナショナリズム　33, 102, 183-185, 188, 
191, 192, 195, 198-200, 202, 204, 256, 
305, 339, 341, 343, 346, 348, 349, 351

　―政党制　19
　エスノ―　191, 192, 200
　群衆的―　343
　経済―／重商主義的経済―　346, 
350

　公民的―　192, 200, 202, 204
　市民的―　311, 316, 338, 339, 341, 
343, 347, 348, 351, 354

　進歩的―　349
　大中国―　185, 186
　台湾―　19, 153, 166, 185, 188, 191, 
192, 195-201, 338, 351

　台湾新―　198
　中国―　19, 185, 190, 191, 201
　伝統的―　343
　文化―　346, 347
　リベラルな―／リベラル・―
　　177, 192
南部／中南部［台湾の］　78, 116, 196, 
253, 274, 275, 300

南洋台湾姉妹会　196
二元的・二層的構造　38, 40, 42
二二八事件　41, 142, 145, 146, 168
日本人　39, 40, 93, 118, 120, 144, 222
日本（の）植民地（統治／支配）／日本
（の）統治　145, 167, 246, 312

　―期／―時代　38, 39, 40, 43, 55, 
105, 106, 108, 132, 134, 139, 167

日本の（第 2次世界大戦での）敗戦 139, 
142, 162, 217

年金（生活／制度）　82, 84, 92, 93, 96
野イチゴ（学生）運動　324, 328, 333, 336
農民運動　331, 333, 334, 337, 342-344

【は行】

ハイテク産業　275, 276, 300, 301, 305, 
308

馬英九　15, 101, 116, 122, 145-148, 151, 
153, 159, 162, 216, 218, 319, 320, 322, 
323, 328, 330

　―政権　10, 102, 103, 114, 115, 125, 
130, 157, 161, 162, 279, 283, 313, 323, 
330, 360

白色テロ　142, 168
八八水害　116, 322, 324, 328, 330, 331, 
333, 336

客家語　32, 42, 186, 204
客家人　12, 13, 20, 32, 33, 39, 42, 43, 47, 
49, 63-65, 176, 189, 190

　―意識　47
バランス機能／バランス・メカニズム
［政治システムの］　313, 314, 320, 
324, 356

反カジノ運動　330, 333
反原発運動　288
一つの中国（原則）　19, 103, 107, 123, 
127, 130

馮明珠　235, 236
閩南語→福佬語
閩南人→福佬人
貧富の格差　339, 354
復院［国立故宮博物院の］　218, 219, 221, 
222, 224, 225, 227, 234, 236, 239, 240, 
246, 248

福佬系本省人／閩南系本省人　139, 140, 
339

福佬語／福佬話／閩南語　32, 42, 43, 55, 
144, 145, 147-149, 165, 186, 204

福佬人／福佬系住民／閩南人／閩南系住
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民　12, 13, 20, 30, 32, 33, 39, 42, 43, 
47, 49, 63, 64, 119, 121, 122, 124, 125, 
127, 129-134, 189, 190

福佬中心主義　43
文化建設委員会　169, 215
文化政治のトゥリアーデ　183
分配正義／社会分配正義　177, 193, 199, 
201

保育所／保育園　76-79
北部［台湾の］　120, 253, 275, 280, 281, 
300

保留地／原住民保留地　105, 106, 119, 
124, 132

本省人　12-14, 19, 20, 38, 40,-45, 55, 59, 
63, 64, 139-142, 144-147, 149, 150, 
155, 158, 165-169

　―意識　41, 43, 47
本土化［第 4章以外］　32, 49, 64, 124, 
197, 218, 234, 235, 246［参考→台湾
化］

【ま行】

緑陣営　15, 338, 339
民主化　3, 4, 12-14, 18-22, 26, 32, 33, 38,  
101, 105-107, 144, 146, 152, 153, 
161, 179, 193, 226, 233, 234, 246, 
287-292, 297, 298, 305-307, 311, 313, 
315,-318, 334, 335, 356, 357, 359

　―運動　32, 33, 41, 197, 290 
民主主義　23, 102, 122, 124, 146, 191, 
200, 274-276, 317, 319, 324, 328, 341, 
350, 352, 355

　―体制　315, 317, 318, 356, 358, 359
　―の拡張　316, 317
　―の危機／―の衰退／―の崩壊
　313, 315, 318, 320

　―の（再）定着　315-318, 324, 334, 
335, 338, 340, 352, 357

　参加―　317
　直接―　347
　討議―　317, 350

民主的主権国家体制　 312, 313, 315, 356
民進党政権　48, 106, 112, 115-119, 123, 
130, 148, 157, 159, 192, 210, 211, 213, 
215, 218, 232, 234, 235, 241, 247, 288, 
318, 341［参考→陳水扁政権］

民族博物館　231-237, 240, 246
霧社事件　145

【や行】

幼稚園　62, 76, 77
ヨハネ　116, 119, 120
四大族群　13, 20, 26, 32, 47, 49, 56, 177, 
178, 182, 186, 188-192, 194, 200, 201

　―論　20, 26, 190

【ら行】

立法委員　116, 144, 288［参考→国会議
員］

　原住民籍―　111, 112,
立法院　32, 117, 127, 144, 212, 296-299
［参考→国会］

李登輝　12, 14, 47, 144-146, 149, 161-164, 
170, 233

　―政権　13, 15, 189, 204
リベラリズム　177, 178, 183-185, 187, 
188, 191, 201

廖元豪　193, 196, 198, 199
林曼麗　216, 241-243, 245
ルーツ探し　120, 121, 134
労働運動　21, 334, 335, 360
労働力率　71, 73-75, 81, 82, 84, 85, 88- 
90, 95

　女子―　71, 88
　高齢者―　89
老兵　45, 180［参考→栄民］

【わ行】

若林正丈　18, 19
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「研究双書」シリーズ
（提示した価格は税込み価格です）

587
メキシコのビジネスグループの進化と適応 グローバル競争の激化にもかかわらず成長を

続ける新興国のビジネスグループ。その適応
と進化のダイナミズムを，メキシコ最大手の
20ビジネスグループに探る。

その軌跡とダイナミズム
星野妙子著 2010年　243p.　3150円

588
中国の水環境保全とガバナンス 中国の水環境問題解決のために求められるガ

バナンスとは？　2007年水危機以降の太湖流
域における計画，政策，参加をめぐる新たな
展開を分析し制度構築の課題を明らかにする。

太湖流域における制度構築に向けて
大塚健司編 2010年　274p.　3570円

589
アジアの産業発展と技術者 経済発展の根幹は技術発展であり，技術発展

の主たる担い手は技術者である。本書は技術
者に焦点を当てて経済発展のメカニズムを論
じた，新しいアジア経済論の試みである。佐藤幸人編 2010年　168p.　2205円

590
中東アラブ諸国における民間部門の発展 中東アラブ諸国に共通する経済開発の課題で

ある民間部門の発展について，中東湾岸諸国
とエジプトを主な対象とし，その沿革，現状，
発展制約要因を明らかにする。土屋一樹編 2010年　218p.　2835円

591
国際資金移動と東アジア新興国の経済構造変化 金融グローバル化の進展により，東アジア新

興国も国境を越える資金移動から様々な影響
を受けている。国際資金移動の変遷と，これ
ら諸国の経済構造変化との関連を探る。国宗浩三編 2010年　378p.　4935円

592
グローバル競争に打ち勝つ低所得国 低所得国であるバングラデシュやカンボジア

は，グローバル競争に負けるしかないのだろ
うか。現代の低所得国がどのようにして経済
発展や貧困削減を遂げられるかを考える。

新時代の輸出指向開発戦略
山形辰史編 2011年　237p.　3150円

593
朝鮮社会主義経済の理想と現実 ベルリンの壁崩壊とともに「北朝鮮崩壊」論

が唱えられるようになって20年以上経った今
もしぶとく生き残っている朝鮮社会主義経済。
現地発の一次資料によって実態に迫る。

朝鮮民主主義人民共和国における産業構造と経済管理
中川雅彦著 2011年　237p.　3150円

594
新興諸国における高齢者生活保障制度 本書では，新興諸国における高齢化に関する

諸政策に焦点を当て，それがいかなる性格の
ものであるのかを批判的社会老年学を切り口
として解明を試みている。

批判的社会老年学からの接近
宇佐見耕一編 2011年　273p.　3570円

595
ラオスにおける国民国家建設 本書では，「チンタナカーン・マイ」（新思

想）政策を再検討した上で，社会主義の「理
想」と国民国家建設の「現実」との間で試行
錯誤する現在のラオスの姿を描いている。

理想と現実
山田紀彦編 2011年　354p.　4725円

596
変容する途上国のトウモロコシ需給 バイオ燃料原料や新興国で飼料としての消費

が拡大しているトウモロコシ。グローバル化
の一方で多様な需給構造もみられる。食糧危
機にいたるまでの構造変化に注目して分析。

市場の統合と分離
清水達也編 2011年　272p.　3675円

597
開発途上国と財政ガバナンス改革 開発途上国において財政ガバナンス改革を実

現するための鍵は何か。課題の整理を行うと
ともに理論モデルの構築および実証分析を通
してそれを明らかにする。小山田和彦編 2012年　380p.　4935円

598
紛争と国家形成 紛争を単に破壊現象としてのみ捉えるのでは

なく，政治と社会にかかわる包括的なプロセ
スとして捉え直し，国家との関係を探究する
紛争研究の新視角。

アフリカ・中東からの視角
佐藤章編 2012年　252p.　3255円

599
現代インドの国際関係 インドは国際関係においてますます存在感を

増しつつある。本書は多極化が進む国際関係
においてインドの「大国化」の現状を多面的
に検討し，「大国化」の意味を探る。

メジャー・パワーへの模索
近藤則夫編 2012年　354p.　4725円


